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	応用
	抗原情報
	背景
	疾患:RBM6 の欠陥は、非小細胞肺がん (NSCLC) 細胞株で発見されています。,機能:in vitro でポリ (G) RNA ホモポリマーに特異的に結合します。,PTM:DNA が損傷すると、おそらく ATM または ATR によってリン酸化されます。,類似性:1 つの G パッチドメインを含みます。,類似性:1 つの RRM (RNA 認識モチーフ) ドメインを含みます。,組織特異性:成人では普遍的に見られます。,疾患:RBM6 の欠陥は、非小細胞肺がん (NSCLC) 細胞株で発見されています。,機能:in vitro でポリ (G) RNA ホモポリマーに特異的に結合します。,PTM:DNA が損傷すると、おそらく ATM または ATR によってリン酸化されます。,類似性:1 つの G パッチドメインを含みます。,類似性:1 つの RRM (RNA 認識モチーフ) ドメインを含みます。,組織特異性:成人では普遍的に見られます。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	RBM6抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	RBM6抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	RBM6抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

